
お持ち帰りの際の注意点

お客様の責任で、安全に美味しくお召し上がりください。

お店で
□ 生もの、傷みやすいものの

 お持ち帰りはお控えください。

□ 持ち帰り容器には、ご自身が

 清潔な手で、指定する容器や箸

 を使用して移し替えてください。

お持ち帰り中

□ 気温の高い日や帰宅までに時間

 がかかる場合は持ち帰るのは

 やめましょう。

□ 料理は温かい場所に置かない

 ようにしましょう。

ご自宅で

□ 帰宅後できるだけ速やかに、

 十分に再加熱してから、

 お召し上がりください。

※ 見た目や匂いなど、少しでもおかしいと思ったら、召し上がらないでください。

※ 自身で食べずにご家族等にご提供する場合は、注意事項を伝えてください。

※ 食物アレルギーのある方にはご提供しないでください。

※ 詳細は「食べ残し持ち帰り促進ガイドライン～SDGｓ目標達成に向けて～

 消費者庁 厚生労働省 令和6年12月25日」を参照



料理のお持ち帰りルール

想いと取組のねらい

心を込めて作った料理を、ぜひ、最後までおいしく召し
上がって頂きたいと願っています。

食べ残し（食品ロス）を減らすことは、地球温暖化の防
止やごみ処理費用の削減につながります。

基本的には、「その場でおいしく食べきって頂くこと」
をお願いしていますが、食べきれなかったものについて、
ご要望があれば、持ち帰って召し上がって頂くことが食
品ロス削減に有効な手段といえます。

なお、飲食物の持ち帰りにあたっては、一定の食中毒の
リスクがあります。お客様には、衛生上の注意事項（表
面）を十分ご理解いただき、お客様の自己責任のもとに
お持ち帰りいただきますようお願いします。

お持ち帰りにあたってのお約束

お持ち帰りの際又はお持ち帰り後のお客様の行為に起因
する食中毒又は異物混入による事故について、提供店で
は責任を負いかねますのでご了承ください。

この資料はGemini、NotebookLMにより生成した画像を使用しています。
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